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ONTAP エクスポートと 7-Mode エクスポートの違
い

ONTAP エクスポートと 7-Mode エクスポートの違い

ONTAP でのNFSエクスポートの実装方法に詳しくない場合は、7-ModeとONTAP のエ

クスポート設定ツール、およびサンプルの7-Modeを比較してください /etc/exports

クラスタ化されたポリシーとルールを含むファイル。

ONTAP ではありません /etc/exports ファイルではありません exportfs コマンドを実行します代わり
に、エクスポートポリシーを定義する必要があります。エクスポートポリシーを使用すると、 7-Mode の場合
とほとんど同じ方法でクライアントアクセスを制御できます。また、 1 つのエクスポートポリシーを複数の
ボリュームに再利用できるなどの機能も追加されています。

関連情報

"NFS の管理"

"ネットアップテクニカルレポート 4067 ：『 NFS Best Practice and Implementation Guide 』"

7-Mode と ONTAP のエクスポートの比較

ONTAP でのエクスポートは、定義方法と使用方法が 7-Mode 環境とは異なります。

相違点 7-Mode ONTAP

エクスポートの定義方法 エクスポートはで定義されます

/etc/exports ファイル。

エクスポートは、 SVM 内でエクス
ポートポリシーを作成することに
よって定義されます。SVM には複
数のエクスポートポリシーを含め
ることができます。

エクスポートの範囲 • エクスポートは指定したファイ
ルパスまたは qtree に適用され
ます。

• で別のエントリを作成する必要

があります /etc/exports フ
ァイルパスまたはqtreeごとに
指定します。

• エクスポートは、で定義されて
いる場合にのみ保持されます

/etc/exports ファイル。

• エクスポートポリシーは、ボリ
ューム内のすべてのファイルパ
スおよび qtree を含むボリュー
ム全体に適用されます。

• エクスポートポリシーは、必要
に応じて複数のボリュームに適
用できます。

• システムの再起動後も、すべて
のエクスポートポリシーが永続
します。
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フェンシング（特定のクライアン
トに対して同じリソースへの別の
アクセスを指定すること）

特定のクライアントに単一のエク
スポートされたリソースへの異な
るアクセスを提供するには、で各
クライアントとその許可されてい
るアクセスをリストする必要があ

ります /etc/exports ファイル。

エクスポートポリシーは、多数の
エクスポートルールで構成されて
います。エクスポートルールごと
に、リソースに対する特定のアク
セス権限が定義され、該当する権
限を持つクライアントが一覧表示
されます。特定のクライアントに
対して異なるアクセスを指定する
には、特定のアクセス権限セット
ごとにエクスポートルールを作成
し、それらの権限を持つクライア
ントをリストして、エクスポート
ポリシーにルールを追加する必要
があります。

名前のエイリアス設定 エクスポートを定義するときに、
エクスポートの名前として、ファ
イルパスとは異なる名前を選択で
きます。を使用する必要がありま

す -actual でこのようなエクスポ
ートを定義するときのパラメータ

/etc/exports ファイル。

エクスポートされたボリュームの
名前として、実際のボリューム名
とは異なる名前を選択できます。
そのためには、カスタムジャンク
ションパス名を持つボリューム
をSVMネームスペース内でマウン
トする必要があります。

デフォルトでは、ボ
リュームは、それぞ
れのボリューム名で
マウントされます。
ボリュームのジャン
クションパス名をカ
スタマイズするに
は、マウント解除
し、名前を変更して
から、再マウントす
る必要があります。

ONTAP エクスポートポリシーの例

エクスポートポリシーの例を確認すると、 ONTAP でのエクスポートポリシーの動作に
ついて理解を深めることができます。

7-Mode エクスポートの ONTAP 実装例

次の例は、に表示される7-Modeエクスポートを示しています /etc/export ファイル：

/vol/vol1 -sec=sys,ro=@readonly_netgroup,rw=@readwrite_netgroup1:

@readwrite_netgroup2:@rootaccess_netgroup,root=@rootaccess_netgroup

このエクスポートをクラスタエクスポートポリシーとして再現するには、 3 つのエクスポートルールを含む
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エクスポートポリシーを作成し、そのエクスポートポリシーをボリューム vol1 に割り当てる必要があり
ます。

ルール 要素（ Element ） 価値

ルール 1 -clientmatch （クライアント仕
様）

@readonly_netgroup

-ruleindex（ルールリスト内で
のエクスポートルールの位置）

1 -protocol

nfs -rorule（読み取り専用アクセス
を許可）

sys （クライアントはAUTH_SYS

で認証されます）

-rwrule（読み取り/書き込みアク
セスを許可）

never -superuser（スーパーユーザア
クセスを許可）

none（root_squashed_to anon） ルール2 -clientmatch

@rootaccess_netgroup -ruleindex 2

-protocol nfs -rorule

sys -rwrule sys

-superuser sys ルール3

-clientmatch @readwrite_netgroup1,@read

write_netgroup2

-ruleindex

3 -protocol nfs

-rorule sys -rwrule

sys -superuser none

1. exp_vol1 というエクスポートポリシーを作成します。

vserver export-policy create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1

2. 基本コマンドに対して、次のパラメータを指定して 3 つのルールを作成します。

◦ 基本コマンド： [+] vserver export-policy rule create -vserver NewSVM -policyname

exp_vol1

◦ ルールパラメータ： [] `-clientmatch @readonly_netgroup -ruleindex 1 -protocol nfs -rorule sys -rwrule

never -superuser none` [] -clientmatch @rootaccess_netgroup -ruleindex 2 -protocol

3



nfs -rorule sys -rwrule sys -superuser sys [+] -clientmatch

@readwrite_netgroup1,@readwrite_netgroup2 -ruleindex 3 -protocol nfs -rorule

sys -rwrule sys -superuser none

3. ボリューム vol1 にポリシーを割り当てます。

volume modify -vserver NewSVM -volume vol1 -policy exp_vol1

7-Mode エクスポートの統合の例

次の例は、7-Modeを示しています /etc/export 10個のqtreeごとに1行で構成されるファイル：

/vol/vol1/q_1472 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1471 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1473 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1570 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1571 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_2237 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2238 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2239 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2240 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2241 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

ONTAP では、qtreeごとに2つのポリシーのうちの1つ（を含むルールが設定されたポリシー）が必要です

-clientmatch host1519s、またはを含むルールを持つ1つ -clientmatch host2057s。

1. exp_vol1q1 と exp_vol1q2 という 2 つのエクスポートポリシーを作成します。

◦ vserver export-policy create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q1

◦ vserver export-policy create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q2

2. 各ポリシーのルールを作成します。

◦ vserver export-policy rule create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q1

-clientmatch host1519s -rwrule sys -superuser sys

◦ vserver export-policy rule create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q2

-clientmatch host1519s -rwrule sys -superuser sys

3. ポリシーを qtree に適用します。

◦ volume qtree modify -vserver NewSVM -qtree-path /vol/vol1/q_1472 -export

-policy exp_vol1q1

◦ [ 続く 4 つの qtree …]

◦ volume qtree modify -vserver NewSVM -qtree-path /vol/vol1/q_2237 -export

-policy exp_vol1q2

◦ [ 続く 4 つの qtree …]

これらのホスト用に qtree をあとから追加する必要がある場合は、同じエクスポートポリシーを使用します。
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